
PAS® X-plore®
ベルトセット 取扱説明書
1 安全について

● 製品をご使用いただく前に、本取扱説明書ならびに付属製品の取扱
説明書をよくお読みください。

● 本取扱説明書記載の事項を十分留意してください。ユーザーは取扱
説明書を十分理解し、それに従ってください。本製品はこの文書の
「使用目的」の章に挙げられた目的のためのみに使用してください。

● 製品の正しい使用方法がいつでも確認できるよう、本取扱説明書は
大切に保管してください。

● 本製品は研修を受けた専門の担当者のみが使用してください。
● 本製品は、それぞれの国や地域が定める規則に従って取扱ってくださ

い。
● 本製品は、訓練を受けた専門の担当者が点検および修理、メンテナ 

ンスを行ってください。Drägerは、弊社とサービス契約を締結し、全
てのメンテナンスをDrägerにお任せすることを推奨します。 

● 本製品は相応の研修を受けたサービスエンジニアが点検し、メンテ
ナンスを行う必要があります。これについては本説明書の章 「メン 
テナンス」を参照してください。

● 製品の完全な機能を保障するために、必ず弊社のオリジナル交換パ
ーツおよびオリジナルアクセサリーを使用してください。

● 本製品は故障がある場合、または不完全な場合は、使用しないでくだ
さい。また、本製品は絶対に改造しないでください。

● 部品の廃棄または故障の場合は弊社にご連絡ください。
本取扱説明書の最新バージョン、および他言語バージョンは、 
技術文書データベース (www.draeger.com/ifu) からデジタルフ 
ォーマットでダウンロードできます。Dräger 製品は更新され 

るため、取扱説明書は常に最新版を使用することを推奨します。

2 このドキュメントの凡例
2.1 警告表示の意味
以下の警告表示は、ユーザーが特に注意が必要な警告文に印を付け、 
強調するために使用します。警告表示の意味は次の通りです：

警告
危険な状況が起こる可能性を示唆。これを回避しないと、死亡や
大けがなどの人身事故につながることがあります。

注意
危険な状況が起こる可能性を示唆。これを回避しないと、怪我に
つながることがあります。不適切な使用に対する警告としても使
用される場合があります。

注記
製品の使用に関する追加情報。

2.2 商標

Drägerの各種商標が登録されている国は、Webページの
「www.draeger.com/trademarks」に列挙してありますので、そちらをご
覧ください。

3 本製品について
3.1 製品説明
Dräger PAS X-plore （図1）は外部の呼吸用空気供給の接続のために 
自給式呼吸器とマスクのコンビネーションに接続することができるベル
トに装着する分配器です。分配器にはインプット接続口(4)が一つあり、
そこに圧縮空気管路をつなげ、また、雌クイックカップリングにはア 
ウトプット(2)がつながっており、そこに自給式呼吸器とマスクを接続 
します。
警告ホイッスル (3) は、インプット圧力低下警告装置です。使用中に適切  
な呼吸用空気供給を提供するために必要な圧力値を下回るとホイッスル
が鳴り、装着者に警告します。
圧縮空気ホース装置その他においては、本製品で使用するアクセサリーは
承認された設定の、公認のDräger部品でなければなりません。そうでない
場合、製品を使用する際に障害が起こることがあります。詳しくは Dräger 
にお問い合わせください。
この装備にはオプションで無線周波数識別 (RFID) を装着すること 
ができ、無線周波数リーダーを使って器具の電子管理と追跡が可能にな
ります。装着されている場合は、パッシブ型RFIDタグが分配器筐体内に
装備されます。
3.1.1 自給式呼吸器とマスク
PAS X-ploreはDräger PSS Plus自給式呼吸器とシリーズFPS® 7000,    
X-plore 6000、X plore 4000またはPanorama Nova®の適合するDräger    
呼吸保護マスクと接続して使用します（図は X-plore 6300マスクです）。  
自給式呼吸器はマスクに接続し、過圧または低圧によってマスクに注入
される呼吸用空気を供給するためのものです。詳細はマスクおよび自給
式呼吸器の取扱説明書を参照してください。
3.1.2 呼吸用空気供給
呼吸用空気供給 (空気管路からの供給) は、呼吸用空気ボンベまたは圧縮  
装置から供給される呼吸用空気の外部供給源であり、必要な圧力と流量
で指定された空気品質を提供するものです（詳細については、4.1の章を
参照してください）。

3.2 使用目的
PAS X-ploreは、Drägerが承認した圧縮空気呼吸保護具と共に使用する 
ために設計されており、呼吸システムを有害物質の影響から保護しま
す。この装備は、空気導管との使用に限定されます。

爆発の可能性がある環境における使用
爆発の可能性がある環境での使用適合性は、使用するコンポーネントに
より異なります。認定情報は、コンポーネントの銘板に記載されていま
す。システムの適合性は、許容範囲が最も狭いコンポーネントにより決
まります。
詳しくはDrägerにお問い合わせください。

3.3 使用目的の制限
この装備は、CBRN (化学、生物、放射性、および核の各物質) の危険の  
ある場所には適していません。

3.4 認可
この製品は、以下により認可されています：
● EN 14593-1:2005
● EN 14593-2:2005 
● (EU) 2016/425
● Regulation 2016/425 on personal protective equipment, as amended       

to apply in GB
適合宣言書: www.draeger.com/product-certificates を参照してください。
圧力装置指令 (PED) に関する重要な注意事項：PAS X-ploreは、圧縮空   
気ホース装置専用であり、優れた技術慣行に従って PED による安全圧力  
機器の分類が適用されます。本装備は、PED による認証ができません。

3.5 標示と記号
製品タイプは分配器筐体のラベルに示され、製品シリアルナンバーは分
配器本体に記載されています。
圧縮空気供給ホースには、ホースにおける耐熱性 (H) および/または帯電  
防止性 (S) の有無が示されています。

4 使用方法
4.1 呼吸用空気供給

警告
空気供給の品質は、EU諸国のEN 12021またはオーストラリ 
アおよびニュージーランドのAS/NZS 1715 2009「呼吸用空気の  
要件」に準拠する必要があります。酸素のみの、または酸素を添
加した呼吸用空気は使用しないでください。呼吸用空気の水分含
有量は、装置の凍結を避けるために、規準の特定制限内で維持 
します。
呼吸可能な空気以外の他の空気供給が接続されていないことを
確認するために、使用現場のリスク評価を実施します。
毒性が高い周辺環境では、この装備による十分な保護を保証でき
ません。
ユーザーは、接続するユーザーごとに、空気供給システムの容量
が充分であることを確認してください。その他、圧縮空気導管に
よる供給ができない場合は、安全に撤退できるようにしておく必
要があります。

減圧器付き圧縮空気ボンベまたは適切なフィルターおよび空気加熱冷却
システム付き固定またはモバイルコンプレッサー。呼吸用空気の供給が
品質基準を満たしていること、そして次の圧力とフローの要件が満たさ
れていることを確認してください：
● 入口圧力 5～10 bar
● フロー 最低400 L/分
Dräger呼吸用空気供給システムに同時に接続できるユーザーの最大数に
ついては、取扱説明書を参照してください。
呼吸用空気供給のため圧縮空気ボンベを使用する場合は、爆発の危険が
ある領域周辺で、空気供給源を移動することができる必要があります。
最小点火エネルギーが 10 mJ 未満の可燃性粉塵が存在する場合、ゾーン   
1およびゾーン21では、伝導床が必要です。
4.1.1 圧縮空気供給ホース
● 各製品の空気ホースカップリングと入口カップリングは互換性があ

る必要があります。入口カップリングとしてRectus 96シリーズまた 
はCEJNクイックカップリングコネクタが標準同梱されています。

● Dräger製圧縮空気供給ホースの最大使用圧力は10barです。
● 全長が 50 m を超える供給ホースは、適切に接地する必要があ 

ります。

EU諸国
Dräger が承認するホースの使用の際には、以下が適用されます：最大 
100 mのホースが使用可能です。その他、一度の空気供給にそれぞれ最 
大4本のホース（最大5個のホース接続部）を取り付けることができます。
4.1.2 圧縮供給ホースの圧力低下

注意
延長ホースを使用する場合、呼吸用空気供給源と分配器間の圧力
が低下します。 
► 発生した圧力低下を補うために、呼吸用空気供給源 (配管路、  
圧縮機等) の圧力を適切に上げます。

次の表は分配器の吸入口で充分な空気供給を確保するために必要な呼吸
用空気供給源の圧力の目安を示しています。

この表は、認定されているDräger圧縮空気供給ホースを使用する場合に
のみ有効です。他社製ホースを使用する場合は、分配器の入口で最低
5 barの圧力を供給します。
警告ホイッスルが鳴った場合は、個々の呼吸用空気供給の一般的条件に
よって導管に圧力損失が生じる場合があるため、警告ホイッスルが消え
るまで圧力を増加します。警告ホイッスルが鳴らない場合、ユーザーは
十分な呼吸用空気が供給されています。 

4.2 使用前の準備
空気分配器付きベルトは必要に応じて左右のどちらにも装着することが
できます。装着する側を変えるためには、ベルトを緩めるか、ハウジン
グシャーレを取り外し、続いて分配器を回します （図2）。取付の際は 
いつも、ホイッスルカバーの脚が分配器ハウジングのリブの下に入って
いることを確認してください （図3）。空気分配器付きベルトを装着す 
る場合、装着者は頭を動かす時にホースを引っ張ったり、体のどこかが
ひっかかったりすることなしに、自由に動かすことができなければなり
ません。
1. 装着の前に、まず目視点検を行います（6.2の章を参照してく 

ださい）。
2. ベルトを装着して、適切に調整します。PAS X-ploreが身体にピッタ 

リ装着されていることを確認してください。
3. 過圧システムの場合：スイッチオフボタンを押して（図4の1）、 

過圧機能をオフにしてください。
4. 自給式呼吸器を、分配器に接続します (図 5)。
5. 外部の圧縮空気管路供給を分配器の入口カップリングに接続します

（図6）。圧力が増す際に、ホイッスルが一瞬鳴ります。
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6. 空圧ホースが曲がったり服や装備によって押されたりしないように
してください。

7. 空気の漏れる音がしないことを確認します。漏れが確認された場合は、
使用前に検査し、修理します（5の章参照）。

8. 自給式呼吸器をマスクに接続します（図7）。

警告
マスクはマスクパッキンが十分に皮膚に触れて初めて適切に 
はまります。密閉領域では、頭髪、顔毛（無精髭、もみあげ 
を含む）、そしてイヤリング、その他の顔ピアスや通常の眼鏡 
がマスクのパッキンを妨げている状態は禁止されています。 
さらに、マスクの嵌り方を妨げるような頭髪（髪結び、ポニーテ
ール、ヘアーピース等）は禁止されています。

9. マスクを着け、通常通り呼吸します。
10. 以下のマスクの機能テストを行ってください：

a. 空気をシステムから取り除くために、分配器の入口カップリングの
圧縮空気導管供給を外し、普通に呼吸しつづけてください。圧力が
低下する際に、ホイッスルが一瞬鳴ります。

b. システムが真空の時、マスクが顔に嵌っている位置は変わっては
ならず、位置が変わっていないことによって、適正に密閉されて
いることが分かります。空気がマスクに入った場合は、マスクの
バンドの嵌り具合を直し、再度点検します。

c. 息を吐きます。呼気は抵抗なしに呼気バルブを通って流出 
します。

11. 圧縮空気供給を再び分配器の入口接続に接続します。圧力が増す際
に、ホイッスルが一瞬鳴ります。

12. 十分な空気供給を確認するために、何度も深く息を吸います。それか
ら通常通り呼吸を続けます。

4.3 使用中の手順

注記
聴覚保護具またはサイレンサーを使用する場合は、ホイッスルが
聞こえにくくなることを考慮に入れます。

追加供給：追加の空気が必要な場合は、前面のボタンを短く押し、 
再び放します（図4、2）それにより、マスクにさらに空気が入ります。
警告ホイッスル：警告ホイッスルが鳴ることによって、入った空気の量が
安全な呼吸のために不十分であることを知らせます。警告ホイッスルが鳴
った場合、作業を直ちに中止して、最短かつ安全な避難経路で危険区域か
ら離れてください。空気供給はこの時点ではまだ分配器から切断されてい
ません。危険がなくなったらすぐにマスクを外してでください。
4.3.1 爆発危険区域内では

警告
電荷を発生させる工程の付近では、装備を使用または保管しない
でください。
装備の導電性部分が固定器具を介して適切に接地されている場
合に限り、装備を使用するようにしてください。
製品の特性に影響を与える材質の接続器具で装備に接続をしな 
いでください。

4.4 使用後の手順

警告
まず安全な環境で装備を取り外します。

1. マスクを取ります。
○ 過圧システムの場合：すぐに「オフ」ボタン（図4、1）を押して、

自給式呼吸器による空気注入をオフにします。
2. 空気供給を入口カップリングから切り離します。
3. フロントボタン（図4、2）を押して、システムを完全にベント 

します。
4. 自給式呼吸器を分配器から取り外します。
5. ヒップベルトのバックルを外して、装備を取り外します。
6. 使用後に実施するメンテナンスについては、メンテナンス表に従っ

て行ってください（6.1の章参照）。

5 トラブルシューティング
次の表では、ユーザーのトラブルシューティングと問題解決に関する情報
が示されています。
トラブルシューティングを行っても問題が解決しない場合は、整備 
担当者、または Dräger にお問い合わせください。

6 メンテナンス
6.1 メンテナンス間隔
Drägerでは、以下の表に従って、呼吸保護装備を定期的に検査、点検、
および整備することをお勧めします。この表は、未使用（保管中） 
の装備にも適用します。装備のログブックには、すべてのメンテナンス
作業を記録してください。使用する機材 (マスクなど) のすべてのメンテ  
ナンス情報に留意してください。装備を使用する国におけるガイドライ
ンに準拠するため、追加検査とテストが必要になる場合もあります。

6.2 目視点検
すべてのコンポーネントとアクセサリーを含む、すべての呼吸保護具 
の目視検査を実施します。装備が清潔で、損傷がないことを確認してく
ださい。特に空圧コンポーネント、ホース、コネクタには特に注意して
ください。呼吸保護具の動作に影響を与える典型的な損傷の兆候には、
衝撃による損傷、引っかき傷、切り傷、さび、変色などがあります。 
損傷がある場合は保守担当者に連絡し、すべての障害が修正されるまで
装備を使用しないでください。 

6.3 洗浄および消毒

注意
Dräger X-plore装備の洗浄は必ず、換気の良い部屋または屋外で 
実施してください。そうしないと、装備の一部に有害物質が沈着
する場合があります。
空圧または電子コンポーネントを洗浄液または水に浸さないで
ください。汚れがひどい部品については、必要に応じて追加の洗
浄方法について Dräger にお問い合わせください。
水分が呼吸保護装備の圧縮空気システムに閉じ込められた状態
で凍結すると、使用が制限されます。これを避けるため、呼吸用
保護具を洗浄して完全に乾燥し、その後に液体が入らないように
十分に注意してください。
乾燥時には温度が60 °Cを超えないでください。コンポーネント 
は乾燥したらすぐに乾燥機から出してください。加熱したドライ
ヤーを使用する場合、乾燥時間は30分を超えないようにしてく
ださい。

注記
PAS X-ploreには、溶接用呼吸コネクタを使用する場合に使用す 
る革ベルトが付いています。革ベルトは文書 9100081 に記載さ  
れている洗浄剤で洗浄せず、必要に応じて、適切な革用洗浄剤を
使用してください。

適切な洗浄剤と消毒剤、およびそれらの技術データに関する情報
については、www.draeger.com/IFU、文書9100081を参照してく
ださい。

● 布は、清潔で糸くずの出ないもののみを使用してください。

1. 洗浄液で湿らせた布で呼吸装置を手洗いし、汚れを取り除いてく 
ださい。 
○ 必要に応じて、個々の部品を分解して洗浄してください。図8で

は分解した部品を示し、図9では組み立て中にベルトをバック 
ルに通して、後で締めることができるようにする方法を示して 
います。

2. 内側と外側のすべての表面に消毒剤を塗布してください。
3. すべてのコンポーネントを清潔な水で充分すすぎ、洗浄剤と消毒剤

を完全に取除いてください。
4. すべてのコンポーネントを乾いた布で乾かし、加熱したドライヤー

で乾燥するか、自然乾燥してください。
5. 空圧または電子コンポーネントを分解する必要がある場合は、保守

担当者または Dräger にご連絡ください。

7 保管
装備は、摩耗による損傷や劣化が発生しない、乾燥した、ほこりや汚 
れのない環境に保管してください。装備を直射日光にさらさないでく 
ださい。ホースは曲げ半径が小さすぎるようにならないようにし、引っ
張られたり、圧力がかかったり、ねじれたりしないように保管します。

保管温度範囲については、技術データを参照してください (9の章).

8 廃棄
製品の寿命は、初めての使用から 10 年間です。装備は必要に応じて、廃  
棄物処理に関する国または地域の規制に従って廃棄処分してください。

9 テクニカルデータ
重量 (分配器とベルト) < 0.5 kg
ベルトサイズ（標準ベルト） 38 mm x 750～1450 mm
ベルトサイズ（長めベルト） 38 mm x 750～1950 mm
ホイッスルの音量  >90 dBa
入口圧力 5～10 bar
入口流量  少なくとも400 L/分
使用温度 -30～+60 °C
保管温度 -15～+40 °C

!

ii

!

!

症状 現象 対処方法
漏れ（必要な場合
は、漏れている箇
所を石鹸水で探し
ます）

カップリングの緩み
または汚れ

コネクタを取り外し、清掃
して、再取り付けしてから
再度点検します。

ホースまたはコンポ
ーネントの欠陥

ユーザーが交換できる部品
を交換し、再度点検しま
す。

マスクの漏れ マスクについての取扱説明
書を参照。

警告ホイッスルが
鳴る （マスクへの
空気流入が不十
分）

空気の供給が制限さ
れている

ホースのよじれやくびれを
取除いてください

ホースまたはコンポ
ーネントの欠陥

ユーザーが交換できる部品
を交換し、再度点検しま
す。

入口フィルターが詰
まっている

整備担当者、または Dräger 
にお問い合わせください

マスクの機能テス
ト中、空気がマス
クに侵入する

パッキンが顔との間
を適切に密閉しない

マスクバンドを調整し、再
点検します

マスクの漏れ マスク納入時に付随する取
扱説明書にある、故障解消
に関する項参照

警告ホイッスルが
鳴らない、または
音が小さすぎる

警告ホイッスルまた
は警告ホイッスルカ
バーの汚れ

必要に応じて警告ホイッス
ルとカバーを掃除してくだ
さい

構成部品の欠陥 整備担当者、または Dräger 
にお問い合わせください

呼気が流れるとき
に必ず抵抗がある

呼気バルブの故障 マスクについての取扱説明
書を参照。

警報音が鳴る 圧力が低過ぎる 圧力を上げます
ホースの長さを短くします

作業 使用前 使用後 1年毎
目視点検（6.2の章参照） O O
清掃および消毒（6.3の章参照） O
機能テスト (1 の注意を参照してください
)

注釈
O Dräger 推奨

1 この保守処置は、Dräger または訓練を受けた保守担当者のみが実施 
できるものです。点検の詳細については、技術ハンドブックを参照し
てください。このマニュアルは、Dräger の対応する保守訓練を受け 
た保守担当者に配布されます。

O
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